
論文無断使用問題に関する告示

東京大学大学院人文社会系研究科日本語日本文学専門分野に､ 2003年12月に

提出され､ 2004年3月に修士の学位を授与された須永哲夫氏の修士論文『二重

主語構文に関する研究』 (未公刊)の中の多くの部分が､朱鵬零氏という中国人

の大学教員によって､須永氏の研究成果であることを明示せず無断使用され､中

国の研究雑誌､研究論文集に活字で公刊されたo

これをこのまま放置すれば､須永氏の学問上の権利が侵害されたままになるだ

けでなく､その内容が､須永氏の研究成果としてでなく朱鵬零氏の研究成果とし

て中国国内に定着し､かつ今後､中国.日本を含む全世界の日本語研究者の間に

広がってしまうことになる｡そのような事態に立ち至ることを避けるために､こ

の事実を本誌面で公表することにした｡

須永哲矢氏の修士論文の内容を無断使用した朱鵬零氏の論文は､朱氏自身の後

掲謝罪文にあるとおり､ 5篇である｡無断使用の事実は､現在､朱氏自身も認め

て反省しているとのことである｡この5篇の論文は､その課題設定においても､

主張内容の中心的論点においても､削ぎすべて須永氏の修士論文の内容をそのま

ま使用しており､それは朱氏自身の謝罪文の｢別紙｣ (無断使用の内容を論文ご

とに詳しく記したもの｡本誌には掲載せずC)において､本人が認めているとこ

ろである｡

以下に2009年2月10日付けの朱氏の謝罪文を掲載するが､これは同氏の許諾

を得て転載するものである｡

文京大学大学院人文社会系研究科日本語日本文学専門分野　御中

このたび､自分の付記に示す5点の論文にj約1て､額永暫失氏のr二重主語構文に関す

る研究｣という題の修士論文の内容を断らずに使用してしまったことに対して深くお詫び

申し上げます｡無断で使用した内容の詳細については別紙こまとめて同対します｡

このような行為がかつて受け入れてくださった尾上童介教授および同じゼミの須永皆

朱さんだけでな( ､東京大学の名誉をも感づけてしまったと深く反省しています.このた
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ぴのことを適して､学術艶麗を守るのが研究の第一歩で､研究者としての命だと認施でき

るようになっています｡今幾は心を縛めて研究に励み､このようなことが-切ありません

ように､誠心誠意努力していくと誓います｡

孝通常
2009年2月10日

付記

(1)柑替歌盟主籍句碑性分析(日本語訳:二義主語構文の特性について)日日碩学司

馬研究j第2期対外盈済賓易大学尽日哲学刃萄研究》余念社2006年6月PP6-10

(2日存在喝脚碍堵約日壌双望主渚句成句轟件は本播釈:存在詞を述語とする二重主

語文の成立条件日r解放軍外題留学晩学削第5朔解放軍外国蘭学祝せ解放等外国堵学

院学鞄》塊磯部2006年9月PP25-28

(3日惜恵形容喝伸濁漕約日現観望主塔的対比研究(日本籍訳:槽意形容詞を運漕とす

る日本簿と中国語の二重主潜文の対照研究)｣は潜学司馬研究】男2朔対外藍済貿易大

学i日清学司考研究卦政志社2007年4月PP17-21

(4日情意形容同作領海的日哲哉盟主簡句一以a好き…嫌い''カ中心- (日本藩釈:悼

意形容詞を述語とする二重主語文について- r好書目嫌い｣を中心に)日日本学研究17j

学苑出版社2007年10月PP113･118

(5)相奉語と中国語の情意形容詞に関する一考察-こ盤主語構文の考察を通してJ 『日

本漕音文他研究第8輯』学苑出版社2808年5月PP193･201
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この間の経緯について､若干の説明を加える｡

朱鵬零氏は､ 2004年4月から同年12月初旬までの間､当専門分野に研究生と

して在籍(北京日本学研究センター博士課程学生として本学当研究科に訪日研修)

した｡その間､当専門分野博士課程学生であった須永哲夫氏が､留学生の勉学上

の支援をするチューターとして､朱氏を援助し､自身の未公刊修士論文のコピー

を貸与したとのことである｡朱氏は中国に帰国後､この内容を多く使って(北京

日本学研究センターに提出する)博士論文を作成し､その後､上記の活字論文を

公刊したものである｡本学研究生としての在籍期間に朱氏の指導教官であった尾

上は､朱氏の博士論文提出､審査が終ったあと､ 2005年7月に同博士論文のコ

ピーを入手(尾上の請求によって朱氏が送付)し､無断使用が多くあることを発

見､朱氏に対して､同年8月と9月に注意を促す文書を送った｡ 2006年5月にも

尾上は朱氏と面談し､博士論文の中での先行研究無断使用問題を注意し､須永氏

の研究成果を自己の研究成果であるかのように書いた論文を活字で公表すること

のないよう､きびしく注意を与えた｡それにもかかわらず､朱氏は2006年6月

から　200老年5月の間に上記5篇の活字論文を公刊したものである｡当専門分野

としてはこれをそのまま放置することはできず､前記5篇中3篇の刊行を把握し

た時点､ 2007年11月に朱氏に抗議し､雑誌掲載の撤回､ (さかのぼっての)削

除を自ら雑誌に申し出るよう要請したが､ 1年半待っても､結局その措置は取ら

れなかった｡

ここに､やむを得ず､冒頭に記した観点から､この間題を公表することにした

ものである｡

2010年2月20日
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